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開講
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開講曜日・講時

平成30年度以前入学
者

読替先授業科目

中国思想概論
中国思想史概説１：南

北朝まで
2 渡部　東一郎 3 前期 水曜日 ２講時

中国思想概論
中国思想史概説2：隋

唐以後
2 齋藤　智寛 4 後期 火曜日 １講時

中国思想基礎講読
中国思考文献購読・初

級1
2 齋藤　智寛 3 前期 火曜日 １講時

中国思想基礎講読
中国思想文献講読・初

級２
2 渡部　東一郎 4 後期 水曜日 ２講時

中国思想各論 中国中世の思想 2 齋藤　智寛 5 前期 金曜日 ３講時

中国思想各論 詩と絵画 2 宇佐美　文理 集中(5) 集中講義

中国思想演習
中国中世思想文献精

読
2 齋藤　智寛 5 前期 月曜日 ２講時

中国思想演習
中国近世思想文献精

読
2 齋藤　智寛 6 後期 月曜日 ２講時

中国思想専修



 

科目名：中国思想概論／ Chinese Thought (General Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ２講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：渡部 東一郎  

コード：LB33201， 科目ナンバリング：LHM-PHI202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国思想史概説１：南北朝まで 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to the History of Chinese Thought 1 : Up to the period of the Northern 

and Southern dynasties 

３．授業の目的と概要：多様な思想が花開いた春秋・戦国時代に始まり、秦・漢王朝による学術の統一を経て、仏教に対する理

解の進展と道教の確立によって儒・仏・道三教が出揃い、受容や対立の様相を呈した南北朝時代までの中国思想史を概説する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course outlines the history of Chinese thought, 

beginning with the Spring and Autumn period and the Warring States period, when diverse ideas flourished, through 

the unification of learning by the Qin and Han dynasties, to the period of the Northern and Southern Dynasties, 

when Confucianism, Buddhism, and Taoism came together and were accepted by and confronted with each other due to 

the development of understanding of Buddhism and the establishment of Taoism. 

５．学修の到達目標：春秋・戦国時代から南北朝時代に至る、諸思想の内容と史的展開について理解することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The students will be able to understand the content of various schools of 

thought and the historical development of thought from the Spring and Autumn period and the Warring States Period 

to the period of Northern and Southern Dynasties.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

［授業内容・方法］ 

各回のテーマについて配布資料を元に解説していく。 

［進度予定］ 

 1．導入 

 2．春秋・戦国１：『論語』に見る孔子の思想 

 3．春秋・戦国２：『老子』と『荘子』の思想 

 4．春秋・戦国３：『墨子』の思想 

 5．春秋・戦国４：『孟子』と『荀子』の思想 

 6．春秋・戦国５：『韓非子』の思想とその他の諸子百家の思想 

 7．前漢１：漢初の思想 

 8．前漢２：『淮南子』と董仲舒の思想 

 9．後漢１：桓譚『新論』と王充『論衡』の思想 

10．後漢２：儒教経典の整理と政治思想について 

11．魏晋１：魏晋の玄学１ 

12．魏晋２：魏晋の玄学２ 

13．南北朝１：南朝梁の学術と思想 

14．南北朝２：南北朝時代の仏教と道教１ 

15．南北朝３：南北朝時代の仏教と道教２ 

８．成績評価方法： 

中間レポート(50％)、期末レポート(50％)。 

９．教科書および参考書： 

 毎回の授業始めにプリントを配布する。参考書は授業中に紹介する。 

１０．授業時間外学習：配布プリントを読み直すとともに、紹介した参考書を積極的に読み、レポート作成に備えること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

特になし。 



 

科目名：中国思想概論／ Chinese Thought (General Lecture) 

曜日・講時：後期 火曜日 １講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：齋藤 智寛  

コード：LB42101， 科目ナンバリング：LHM-PHI202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国思想史概説 2：隋唐以後 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to the History of Chinese Thought 2 : After the period of the Sui-Tang 

dynasties 

３．授業の目的と概要：7 世紀以後、20 世紀までの中国思想史を概観する。仏教と道教の隆盛を経て儒家思想の再生がなされた

隋唐時代に始まり、朱子学と陽明学、考証学を高峰とする近世の思想、西洋思想との接触により伝統の再編がなされた近現代の

思想について、原典の日本語訳を材料に解説する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provides an overview of the history of 

Chinese thought from the 7th century onward through the 20th century. Beginning with the Sui and Tang dynasties, 

which saw the revival of Confucian thought after the rise of Buddhism and Daoism, and continuing through the early 

modern period, with Zhu Zi School, Yang Ming School, and philology of Qing dynasty as the high peaks, to modern 

and contemporary thought, in which contact with Western thought led to a reorganization of tradition, will be 

explained using Japanese translations of original texts as material. 

５．学修の到達目標：中国隋唐時代（7 世紀）から近現代に至る、諸思想の内容と史的展開について理解することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The students will be able to understand the content of various schools of 

thought and the historical development of thought from the Sui-Tang period(7c.) to the period of modern and 

contemporary.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

［授業内容・方法］ 

各回のテーマについて配布資料を元に解説する。 

［進度予定］ 

 1．導入 

 2．唐代初期の思想と学術 

 3．中晩唐士大夫の思想 1 

 4．中晩唐士大夫の思想 2 

 5．隋唐時代の仏教と道教 

 6．北宋の思想 

 7．朱熹と朱子学の思想 

 8．両宋期の仏教と道教 

 9．金元の思想と宗教 

10．明代の思想 1：王守仁と陽明学の思想 

11．明末の思想 2：明末の思想 

12．清朝の思想と学術 

13．中国近代の思想 

14．20 世紀後半の中国語圏における思想と学術 

15．まとめ 

８．成績評価方法： 

中間レポートまたは小テスト(50％)、期末レポート(50％)。 

９．教科書および参考書： 

 毎回の授業始めにプリントを配布する。参考書は授業中に紹介する。 

１０．授業時間外学習：紹介された参考書は出来るだけ読むこと。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：中国思想基礎講読／ Chinese Thought  (Introductory Reading) 

曜日・講時：前期 火曜日 １講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：齋藤 智寛  

コード：LB32103， 科目ナンバリング：LHM-PHI209J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国思考文献購読・初級 1 

２．Course Title（授業題目）：Reading of Chinese Philosophical Classics, Elementary 1 

３．授業の目的と概要：句読点と訓点が施された中国思想文献を読む。漢文の基本的な語法に習熟すると共に、思想文献特有の

思惟方法や表現形式に慣れるのが目的である。テキストとしては、日本の幕末明治の学者・安井息軒による『論語集説』を予定

している。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students will read Chinese thought literature with 

punctuation and marks of Kun-doku. The purpose of this course is to familiarize the students with the basic grammar 

of Chinese writing, as well as with the methods of thought and forms of expression peculiar to Chinese thought 

literature. The text will be "Rongo Shusetsu 論語集説" by Yasui Sokken, a Japanese scholar of the late Edo and 

Meiji periods. 

５．学修の到達目標：訓点を頼りに中国思想に関する漢文文献を読むことができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Able to read Chinese literature on Chinese thought by relying on the punctuation 

marks.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１．導入 

２．漢文基礎文法１ 

３．漢文基礎文法２ 

４．漢文基礎文法３ 

５．『論語集説』読解１ 

６．『論語集説』読解２ 

７．『論語集説』読解３ 

８．『論語集説』読解４ 

９．『論語集説』読解５ 

１０．『論語集説』読解６ 

１１．『論語集説』読解７ 

１２．『論語集説』読解８ 

１３．『論語集説』読解９ 

１４．『論語集説』読解１０ 

１５．『論語集説』読解１１ 

８．成績評価方法： 

予習状況と討論での発言状況（100%） 

９．教科書および参考書： 

 教科書は使用せずプリントを配布する。参考書は講義のなかで紹介する。 

１０．授業時間外学習：辞書を引き、訓読と現代日本語訳を準備すること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：中国思想基礎講読／ Chinese Thought  (Introductory Reading) 

曜日・講時：後期 水曜日 ２講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：渡部 東一郎  

コード：LB43206， 科目ナンバリング：LHM-PHI209J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国思想文献講読・初級２ 

２．Course Title（授業題目）：Reading of Chinese Philosophical Classics, Elementary 2 

３．授業の目的と概要：江戸後期の漢学者、太田方(1759-1829)の著した『韓非子翼毳』を輪読する。読解作業を通して思想系の

文献に特徴的な思惟方式や表現形式に慣れるとともに、中国古典文全般に対する基礎的読解力を培う。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：The students in this class will read in rotation 

"Kanpishi Yokuzei 韓非子翼毳" written by Ota Hou 太田方 (1759-1829), a Japanese scholar of Chinese classics in the 

late Edo period. Through the reading work, they will be able to become familiar with the modes of thought and 

expression characteristic of thought-related literature, as well as develop basic reading comprehension skills for 

Chinese classical literature in general. 

５．学修の到達目標：思想系の文献に特徴的な思惟方式や表現形式に慣れるとともに、中国古典文全般に対する基礎的読解力を

向上させることができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The students will be able to become familiar with the modes of thought and 

forms of expression characteristic of thought-related literature, as well as develop basic reading comprehension 

skills for Chinese classical literature in general.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

［授業内容・方法］ 

授業は、あらかじめ割り当てられた範囲について担当者が訓読と現代語訳、注解を発表し、それを全員で討論する形で進める。 

［進度予定］ 

 1. 導入 

 2. 『韓非子翼毳』読解１  

 3. 『韓非子翼毳』読解２  

 4. 『韓非子翼毳』読解３  

 5. 『韓非子翼毳』読解４ 

 6. 『韓非子翼毳』読解５  

 7. 『韓非子翼毳』読解６  

 8. 『韓非子翼毳』読解７  

 9. 『韓非子翼毳』読解８  

10. 『韓非子翼毳』読解９  

11. 『韓非子翼毳』読解１０  

12. 『韓非子翼毳』読解１１ 

13. 『韓非子翼毳』読解１２ 

14. 『韓非子翼毳』読解１３ 

15. 『韓非子翼毳』読解１４ 

８．成績評価方法： 

発表の内容(50％)、討論への参加度(50％)。 

９．教科書および参考書： 

 初回授業時にプリントを配布する。参考書は授業中に紹介する。 

１０．授業時間外学習：発表担当者でなくとも、辞書等で調べ、訓読と現代日本語訳を準備した上で授業に臨むこと。また、授

業後に十分な復習を行うこと。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

特になし。 



 

科目名：中国思想各論／ Chinese Thought (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 金曜日 ３講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：齋藤 智寛  

コード：LB55301， 科目ナンバリング：LHM-PHI302J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国中世の思想 

２．Course Title（授業題目）：Chinese Medieval Thought 

３．授業の目的と概要：唐五代の儒仏道三教思想について、学術の形式や思想活動の場、また史学や医学、文学などの文化全般 

との関わりに注意しながら考察する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：In this course the three teachings or Confucianism, 

Buddhism and Daoism in the Tang Dynasty through Five Dynasties will be discussed, paying attention to their academic 

forms and sites of intellectual activity, as well as their relationship to culture in general, including history, 

medicine and literature. 

５．学修の到達目標：唐五代における思想文化の諸相について基本的な理解を得る。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：To gain a basic understanding of the various aspects of the culture of thought 

in the Tang Dynasty through the Five Dynasties, and to understand the perspectives and methods of the study of the 

history of thought.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１、導入  

2、初唐における儒仏道三教の古典注釈学 

3、道仏二教の戒律と制度（1） 

4、道仏二教の戒律と制度（2）  

5、盛唐の学術と文化（1） 

6、盛唐の学術と文化（2）  

7、古文家の三教思想（1） 

8、古文家の三教思想（2）  

9、唐代後期の三教交渉（1）  

10、唐代後期の三教交渉（2）  

11、晩唐の思想と文化（1）   

12、晩唐の思想と文化（2）  

13、五代十国の思想（1）  

14、五代十国の思想（2）    

15、まとめ 

８．成績評価方法： 

レポート（100%） 

９．教科書および参考書： 

 教科書は使用せず、プリントを配布する。参考書は講義中に紹介する。 

１０．授業時間外学習：紹介された参考書や原典は出来るだけ読んでみること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：中国思想各論／ Chinese Thought (Special Lecture) 

曜日・講時：前期集中 その他 連講 

セメスター：集中(5) 単位数：2  

担当教員：宇佐美 文理  

コード：LB98807， 科目ナンバリング：LHM-PHI302J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：詩と絵画 

２．Course Title（授業題目）：poem and painting 

３．授業の目的と概要：前近代の中国において、世界（風景）がどのように把握され、どのように表現されてきたかを、「詩」と

「絵画」の両側面から考える。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：The lecture will consider how the world (landscape) 

was grasped and expressed in pre-modern China, from the perspectives of both "poetry" and "painting. 

５．学修の到達目標：前近代中国人が世界をどのようにとらえ、どのように表現したかを理解することによって、自身が中国古

典詩や中国山水画を扱うときの思想的な糸口のひとつを修得する。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：By understanding how pre-modern Chinese perceived and expressed the world, 

students will acquire one of the ideological clues for their own handling of classical Chinese poetry and Chinese 

landscape painting.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

第一回 概要の説明 

第二回 山水画と気 

第三回 風景詩の諸問題（1） 

第四回 風景詩の諸問題（2） 

第五回 杜甫と蘇東坡の題画詩について 

第六回 杜甫の表現（1） 

第七回 杜甫の表現（2） 

第八回 杜甫の表現（3） 

第九回 白居易の表現 

第十回 蘇東坡の表現（1） 

第十一回 蘇東坡の表現（2） 

第十二回 題画詩の展開（1） 

第十三回 題画詩の展開（2） 

第十四回 題画詩の展開（3） 

第十五回 まとめ 

８．成績評価方法： 

レポート（100％） 

９．教科書および参考書： 

 教科書はありません。参考書は授業時に紹介します。 

１０．授業時間外学習：随時、中国絵画の図録などに目を通していただければと思います。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：中国思想演習／ Chinese Thought (Seminar) 

曜日・講時：前期 月曜日 ２講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：齋藤 智寛  

コード：LB51205， 科目ナンバリング：LHM-PHI310J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国中世思想文献精読 

２．Course Title（授業題目）：A Reading of Chinese Medieval Thought 

３．授業の目的と概要：北周・武帝（在位：561-577）の命で編纂された道教類書『無上秘要』を会読する。写本や版本など異な

った媒体の性格にも留意しながら、中国思想文献の精確な訳注を作成する能力を涵養するのが本演習の目的である。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course is a reading of the Wu Shang Hui Yao（無

上秘要）, a Taoist encyclopaedia compiled at the behest of the Northern Zhou Emperor Wu (reigned:561-577). The aim 

of the course is to cultivate the ability to produce accurate translations of Chinese thought literature, while 

paying attention to the different characteristics of different media, such as manuscripts and wood printed books. 

５．学修の到達目標：中国思想の原典資料を読解し、精確な日本語訳を作成できる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Be able to read and understand original source materials on Chinese thought and 

produce accurate Japanese translations.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1、導入 

2、『無上秘要』会読 1  

3、『無上秘要』会読 2  

4、『無上秘要』会読 3 

5、『無上秘要』会読 4 

6、『無上秘要』会読 5 

7、『無上秘要』会読 6 

8、『無上秘要』会読 7 

9、『無上秘要』会読 8 

10、『無上秘要』会読 9 

11、『無上秘要』会読 10 

12、『無上秘要』会読 11 

13、『無上秘要』会読 12 

14、『無上秘要』会読 13 

15、まとめ 

８．成績評価方法： 

発表と討論での発言状況（100%） 

９．教科書および参考書： 

 教科書は使用せず、教室でプリントを配布する。 

１０．授業時間外学習：予習のほか、未解決箇所は授業後に調べて次回の討論に備えること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

 

科目名：中国思想演習／ Chinese Thought (Seminar) 

曜日・講時：後期 月曜日 ２講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：齋藤 智寛  

コード：LB61204， 科目ナンバリング：LHM-PHI310J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国近世思想文献精読 

２．Course Title（授業題目）：A Reading of Chinese Early Modern Thought 

３．授業の目的と概要：中国明代（1368-1661）の士大夫による思想文献を会読する。参考資料として儒仏道三教それぞれの典

籍を駆使しながら、中国思想文献の精確な訳注を作成する能力を涵養するのが本演習の目的である。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course is designed to provide students with the 

opportunity to read the thought literature of the Ming dynasty (1368-1661) in China. The aim of this course is to 

cultivate the ability to produce accurate translations of Chinese thought literature, making full use of the 

Confucian, Buddhist and Daoist texts as reference materials. 

５．学修の到達目標：中国思想の原典資料を読解し、精確な日本語訳を作成できる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Be able to read and understand original source materials on Chinese thought and 

produce accurate Japanese translations.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1、導入 

2、中国近世思想文献会読 1 

3、中国近世思想文献会読 2 

4、中国近世思想文献会読 3 

5、中国近世思想文献会読 4 

6、中国近世思想文献会読 5 

7、中国近世思想文献会読 6 

8、中国近世思想文献会読 7 

9、中国近世思想文献会読 8  

10、中国近世思想文献会読 9  

11、中国近世思想文献会読 10  

12、中国近世思想文献会読 11  

13、中国近世思想文献会読 12  

14、中国近世思想文献会読 13  

15、まとめ 

８．成績評価方法： 

発表と討論での発言状況（100%） 

９．教科書および参考書： 

 教科書は使用せず、教室でプリントを配布する。 

１０．授業時間外学習：予習のほか、未解決箇所は授業後に調べて次回の討論に備えること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 


